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富山県富山市旧富山城下町地域は常願寺川と神通川由来の豊富な水資源を有し，近世には城下町全体に

水路・小河川・城濠からなる水系基盤が存在していた．現在では水路の埋め戻しや暗渠化が進んでいるが，

いまだ開渠の水路も一部存在している．本研究において，街区形成年代の特定を通じて，当地域は戦災復

興事業によって大規模な街区形状の改変が行われたことを確認し，当地域の街区を水系基盤の観点から分

類した上で，戦災復興事業における街区形状の変化について集計し，その傾向を示した．また，街区形状

の変化を抑制している要因と水系基盤との関係について考察した． 
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１．はじめに 
 
(1)	背景・目的	

	 富山県富山市中心市街地は常願寺川扇状地の扇端に位

置し，神通川にも近接しているため，豊富な水資源が存

在してきた．また現在の富山城址公園より南部で西端を

松川，東端いたち川，南端をあざみ通り，とした範囲は

近世に城下町として発展した地域（以下：旧富山城下町

地域）でもある．この旧富山城下町地域で行われている

発掘調査 1)では背割下水と呼ばれる近世から戦後まで存

在した水路跡が見つかっており，また近世から戦前の絵

図や地図には城下町全体に及ぶ水路・小河川・城濠から

なる水系基盤が描かれている．現在の富山中心市街地で

は，戦災復興事業と近代的な下水道整備を背景に水路の

埋め戻しや暗渠化などが行われ，このような水系基盤は

都市の表面から見えづらくなっているが，いまだに開渠

の水路も一部存在している．	

富山市は，公共交通を軸とした拠点集中型のコンパク

トまちづくりの推進を目指す都市計画 2)でよく知られる．

一方で，水と緑のネットワーク形成などの議論が進んで

おり，上記の歴史的な豊かな水の存在と都市空間との関

係を活かした整備方針の充実や，そのための調査研究は

重要な課題である．	

以上より本研究は，旧富山城下町地域を対象として，

街区と水路の形成過程を整理し，現在の水系基盤の状況

を明らかにした上で，水系基盤が都市形成，特に戦災復

興の街区形状の変化へ与えた影響を考察することで，都

市空間の特徴を明らかにすることを目的とする．		

	

(2)	概要	

旧富山城下町地域を対象に，第3章において，前田利

次による城下町建設から第二次世界大戦後の戦災復興後

までにおける街区の形成時期に着目することで都市の形

成過程に関して考察する．次に第4章において，戦前ま

での水路網の形成過程に関して既往の研究を補足し，さ

らに現在の水系基盤の分布を明らかにする．最後に第 5

章では第3章と第4章の結果を踏まえて，水系基盤が都

市に及ぼした影響を街区形状の変化に着目して考察する．	

	

(3)	既往研究等	

a)富山城および富山城下町の変遷についてまとめた書籍	

	 富山城下町の変遷についてのこれまでの知見をまとめ

た代表的なものに，古川(2014）3)による書籍がある．	

b)旧富山城下の水路を対象とした研究	

富山城下の水路を扱った研究に水田(2012)4）による研

究があるが，昭和8年から現在におけるそれら水路につ
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いて述べられているものはない．	

c)城下町の水路と地割パターンに言及している言及	

後藤ら(2003)による旧佐賀城下町での研究では，水路

と道路によって形成される地割パターンは近世から現代

にかけて，「おおむね敷地を挟むように水路と道路が交

互に繰り返されるタイプに集約されている」という指摘
5）が行われている．本研究において旧富山城下町の水系

基盤と街区形状の関係を考察するにあたっても，水路と

道路が交互くりかえされる地割パターン（以後，背割形

式と呼ぶ）に着目する．	

	

	

２．手法	

	

(1)	1933年時点での道路・街区・水路の形成年代の特定	

富山城下町地域を描いた現存最古の絵図は正保4年に

幕府に提出された「越中国富山古城之図」（金沢市立玉

川図書館蔵）であり，これは慶長 10 年に前田利長が建

設した城下町プランを引き継いだ様子を示していると考

えられている 6)．次に古い絵図は「万治年間富山旧市街

図」（富山県立図書館蔵）であり，前田利次による城下

町整備後の様子を示しているものである 7)．しかし「越

中国富山古城之図」には「万治年間富山旧街図」やその

後の「御調理富山絵図」（富山県立図書館蔵）に見られ

る人工的な水路網8)はまだ見られない	．そこで，本研究

では前田利次による城下町整備（寛文元年 1661 年）以

降から，富山市において街並みが一新される戦災復興事

業9)後までの時代に着目する．	

宮脇(2012)10)の研究を参考に，道路を歴史的景観要素

とみたキャラクタライゼーション（以下：HLC）の手法

を用いる．まず戦災前において街区がどの時代に形成さ

れていたのかを明らかにするために 1933 年の「富山市

全圖	最新實測」（北陸出版社,	1933）をベースにし，

富山県立図書館	古絵図・貴重書ライブラリー11)で閲覧

できるもののうち，成立年代が不明確であるものと道路

と水路が一部省略されて描かれているものを除いた全て

の絵図と，従来の町割りと異なる近代都市への歩みが始

まった 12)とされる富山城廃城以降の様子を示した絵図と

して，「富山市街見取全図」（富山市郷土博物館蔵）を

選定した（表-１）．	

なお，「富山市全圖 最新實測」は戦前の水路網が描

かれたものとして有用であるが，スケールが描かれてお

らず，方位にもずれが生じているとみられるため，位置

の変化がないと考えられる松川・いたち川・JR 路線を

基準に 1968 年の地形図（国土地理院,	1970）と重ね合

わせることで方位とスケールを修正したものを作成した．	

	 次に道路の形成年代の特定をもとに HLCの手法を用い

て，街区の形成年代の特定を行った．同時に 1968 年の

地図との比較から，戦災復興事業前後で形状が変化しな

かった街区を抽出した．	

また，道路年代の特定と同様の手法を用いて水路に関

しても形成年代の特定を行った．	

	

(2)	現在における水系基盤の分布調査	

	 現在の火防水路と雨水排水路に関して以下の方法を用

いて情報を整理した．	

a)	富山市資料の整理	

表-2 に示す富山市の資料を用いて水系基盤の分布と

その機能に関して整理した．	

b)	現地調査	

地理院地図 13)と Google マップ 14)上で見られる水路に

関して確認のための現地調査を行った（表-3）．	

c)	ヒアリング調査	

水路の管理方法と使用法を調査するため，現在も開渠

で水路が存在している室町通りにおいて，一般住民を対

象にヒアリング調査を行った（表-4）．	

	

３．街区の形成年代とその変遷	

戦前までの道路の形成年代を特定した（図-1）．異な

る地図資料間において道路が同一のものかどうかを判断

する際には，すべての地図資料に共通して記載された旧

三ノ丸堀の周囲にある街路（城の門に面した街路），北

陸街道（現在の平和通り），北陸街道に平行して通る南

側の２本の道路，飛騨街道，助作川西側を南北に通る道

表-1	使用した地図・資料一覧	

	

表-2	使用した資料一覧	

	
表-3	現地調査日程	

	

表-4	ヒアリング対象者	

	

年代 地図・資料

1663年頃
万治年間富山旧市街図（富山県立図書館	古絵図・貴重書ギャラリーwebサ
イトwww .lib.pref.toyam a.jp/gallery/collection/）

1666年頃
御調理富山絵図（富山県立図書館	古絵図・貴重書ギャラリーwebサイト
www .lib.pref.toyam a.jp/gallery/collection/）

1854年
越中富山御城下絵図（富山県立図書館	古絵図・貴重書ギャラリーwebサイ
トwww .lib.pref.toyam a.jp/gallery/collection/）

1885年 富山市街見取全図（富山市郷土博物館蔵）

1993年 富山市全圖	最新實測（編	北陸出版社：富山市全圖	最新實測,	1933）

発行年 所蔵 資料名

平成4年度 富山市建設部 雨水排水路図面①,②,③,④,⑤,⑥,⑦

平成23年度 富山市農林水産部 平成23年度版	富山市水路系統図

平成28年度 富山市建設部 水路系統図①,②,③,④

平成28年度 富山市建設部 火防水路改良事業箇所図

日程 調査範囲 調査概要

2017年10月8日 対象地域全域
・開渠の水路の写真撮影
・水路幅の計測

2017年12月26日 室町通り近辺 同上

2018年1月17日 室町通り近辺
・資料に記載されていない
水路の確認（三番町）

日程 対象者 性別 年齢 居住地

2018年1月17日 A,	B 男性,	女性 60代,	90代 室町通り

2018年1月17日 C 男性 70代 室町通り
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路，四ツ屋川，日枝神社，勝興寺（神道大教別院）との

位置関係を基準とした．また，図-1に基づいて街区の形

成年代を特定した（図-2）．図-2において形成年代別に

街区数を集計したものが表-5である．	

表-5より，1933年の時点では近世由来の街区もまだ約

31.4％存在しており，特に前田利次の整備直後の「万治

	

図-1		道路の形成年代	

	

図-2		街区の形成年代	
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	 またヒアリング調査（表-6,※箇所参照）から，現在

の雨水排水路および火防水路からなる水路網は，戦後に

近代的な管渠の下水道が建設されるまで生活排水路とし

て利用されていたことがわかった．	

	

	

	

図-5	水路の形成年代	

	

図-6		現在の水路分布	
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